
使用する際の注意点:
●キヤノンロゴと社名を組み合わせて表示する際は、以下のデータを使うか、キヤノンロゴハンドブックに従いロゴと社名を適切に組み合わせて表示してく

ださい。
●キヤノンロゴと社名を組み合わせて表示する場合は、そのコンポジットの周囲（キヤノンロゴの横幅1/10以内）に別要素（文字、図、他）が入ることは

原則として禁止です。
●コンポジットデータの第三者（社外）への提供（貸出し）は原則禁止ですが、制作依頼等、業務上必要な場合のみ貸与できます。但し、以下を徹底してください。

・業務目的以外の貸与、使用の禁止
・作業完了後はキヤノングループヘのデータ返却、もしくは作業者側でのデータ破棄

キヤノンロゴと社名のコンポジット＿日本語表記＿印刷用 キヤノン株式会社. 2022.10

高さ比率［キヤノンロゴ：社名仮想ボディ＝1：0.5］

データの形式 : 
●このデータは、印刷物制作用のCMYK形式データです。

http://ecology.canon

【アクセス】
◆電⾞を利⽤
　つくばエクスプレス守⾕駅（⻄⼝）から
　1. キヤノンエコロジーインダストリーの通勤・定期バス［約45分］
　2. タクシー［約30分］

　東武野⽥線愛宕駅から
　茨城急⾏バス（岩井⾞庫⾏き）岩井局前下⾞［約35分］
　⇒タクシー［約5分］

◆⾞を利⽤
　1. 常磐⾃動⾞道　⾕和原インター⇒国道294号線
　　 ⇒国道354号線を坂東市⽅⾯へ［⾕和原インターより約20分］
　2. 圏央道［坂東ICより約10分］

【アクセス】
◆電⾞を利⽤
　北陸本線⽊ノ本駅（東⼝）から
　1. タクシー［約5分］
　2. 徒歩［約15分］

◆⾞を利⽤
　北陸⾃動⾞道⽊之本インターより［約2分］

本社・坂東事業所

滋賀事業所
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キヤノンエコロジー
インダストリー株式会社
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大切な環境を守るため、資源循環の輪を広げます

詳細情報はHPをご覧ください。

2024.01



⼤切な環境を守るため、
　　資源循環の輪を広げます

キヤノンは「資源⽣産性の最⼤化」をテーマに掲げ、
限りある地球資源を有効活⽤するために、「つくる」
「つかう」「いかす」というすべての製品ライフサイク
ルにおいて、より少ない資源でより⼤きな価値を⽣み
出す活動を推進しています。

キヤノンエコロジーインダストリーは、この製品ライフ
サイクルの中の「いかす」の部分で資源生産性の最
大化に貢献するため、使用済み製品をもう一度製品
や部品に再生したり、リサイクル材料に生まれ変わら
せています。
私たちはキヤノングループの環境拠点として、高度な
資源循環を実現します。

製品ライフサイクル

環境負荷低減
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つくる

つかういかす

自然との調和を目指し、クリーンな環境の中で
高度な資源循環を実現します。



キヤノンエコロジーインダストリーの役割

社会とキヤノンエコロジーインダストリーのかかわり

キヤノンエコロジーインダストリー株式会社
【会社概要】
資本⾦　1,000万円（キヤノン株式会社100％出資）

設⽴　2004年（平成16年）1⽉5⽇

従業員数（2023年12⽉末現在） 
男性：360名　⼥性：243名　合計：603名
平均年齢：44.4歳　平均勤続年数：17年8ヶ月

売上⾼　2023年度　6,834百万円

事業内容　キヤノン製品のリユース/リサイクル

【本社・坂東事業所】
所在地　〒306-0605 茨城県坂東市⾺⽴1234番地
電話番号　0297-36-3101（代表）

【滋賀事業所】
所在地　〒529-0425 滋賀県⻑浜市⽊之本町⽊之本2082番地
電話番号　0749-82-2711（代表）

【取得認証】
2004年1月
ISO9001：2015
ISO14001：2015

2005年1月
産業廃棄物処分業許可

2009年10月
⾦属くず商許可

2014年12月
くるみんマーク

2015年7月
産業廃棄物収集運搬業許可
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キヤノンエコロジーインダストリーは、製品ライフサイクルの中の「いかす」の部分で資源⽣産性の最⼤化に貢献し、使⽤済み製品
をもう⼀度製品や部品に再⽣したり、リサイクル材料に⽣まれ変わらせています。

消耗品のリユース・リサイクル
●トナーカートリッジの部品リユース
●�トナーカートリッジ、
　インクカートリッジの材料リサイクル
●材料のオープンリサイクル

複合機のリユース・リサイクル
●再⽣複合機の製造
●保守⽤部品の再⽣
●レンタル⽤複合機の修理
●リサイクルプラスチックの⽣産
●材料のオープンリサイクル

キヤノン製品の修理
●インクジェットプリンター等の修理

＜事業内容＞ ＜会社概要＞

キヤノンエコロジーインダストリーは、
リユース・リサイクルによって大切な
資源を有効活用しています。

キヤノンはグループ一丸となって生産
者の責任として使用済み製品を適切に
処理し、最後まで無駄なく活かします。

＊リ ユ ー ス･･･機能を活かしてそのままの形で使用する
＊リサイクル･･･形を変えて資源として活かす

キヤノンエコロジーインダストリーはキヤノングループ国内唯一の環境事業会社です。

二次処理業者

キヤノンエコロジーインダストリー

市場

キヤノンの
生産工場

再生部品

再生製品

分解・
組立

リサイクル
プラスチック

解体・
分別

プラスチック素材

リサイクル材料を再度⾃
社製品に⽣まれ変わら
せること

クローズドリサイクル

解体・
分別

鉄や基板など

使用済み製品

オフィス

家庭

家庭

プリンター

  修 理 （診断、修理等）
家庭 故障した製品

トナーカートリッジ

インクカートリッジ

複合機

レーザープリンター

高度な資源循環を実現し、
資源を余すところなく活かします

そのままの形で再使⽤
すること

リユース

解体した部品が⼆次処
理業者で熱源として再利
用されること

解体した部品が⼆次処
理業者で原材料に⽣ま
れ変わること

オープンリサイクル　　

サーマルリサイクル

修理した
プリンター

【受賞歴】
2007年6⽉	
茨城県リサイクル優良事業所

2008年10⽉	
3R推進功労者等表彰　会⻑賞受賞

2010年10⽉	
資源循環技術・システム表彰　
経済産業省技術環境局⻑賞受賞

2012年1⽉	
平成23年度茨城県地球にやさしい企業表彰受賞

2016年11⽉	
平成28年度茨城県地球にやさしい企業表彰受賞

2018年11⽉	
2018年度日本緑化センター会長賞受賞



キヤノンエコロジーインダストリーでは3段階でリサイクルを⾏い、埋⽴てゼロを実現しています。

再生材料 原材料
電気、
スラグ、
メタル

プラスチックのクローズドリサイクル
回収された使⽤済みのキヤノン製品から対象のプラスチックを取り出し、再びキヤノン製品にするための材料を作ります。

製品のリユース 材料のリサイクル

使用済み製品を
もう一度製品として再生

細かく解体・分別し
処理することで再び資源に

複合機のリユース 再生のポイント
消耗した部品や品質上必ず交換しなければならない部品は交換しますが、  
リユースできる部品はネジ1本に至るまですべて再使用します。

回収された使用済み
キヤノン製品

埋立て
ゼロ
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再生複合機は「どんぐりマーク」
の認証を取得しています。

「どんぐりマーク」は経済産業省
が推進している「カーボンフッ
トプリントを活用したカーボ
ン・オフセット制度」において
認証された商品やサービスに
付与されるマークのことです。

クローズド
リサイクル オープン

リサイクル
サーマル

リサイクル

Step1
Step2 Step3

キヤノン製品をもう⼀度
キヤノン製品に
⽣まれ変わらせます

素材ごとに原材料として
市場に供給します

最後に残ったものは
熱源として再利⽤

します

トナーカートリッジ

解　体

再生プラスチック

電　卓

再生プラスチック

仕分け

選別・粉砕

受入チェック

調整・検査

分　解

組　立

清　掃

梱包・出荷

検査工程

＜電気検査＞
各部位に適正な信号や電圧が発
生しているかを確認します。

＜画像検査＞
実際に印刷して画質が規定値内
であるか確認します。

＜最終検査＞
全ての検査が適切に行われて合
格しているか、組立・調整に誤りが
ないかを最終的に確認します。

新品同等の
品質を保証
しています

トナーカートリッジ 
➡ トナーカートリッジ複合機 ➡ 電卓

再生プラスチック

仕分け・粉砕

インクカートリッジ

インクカートリッジ
➡ インクカートリッジ

インクカート
リッジとトナーカート
リッジは、仕分け〜
材料再⽣まで
⾃動です


